
相談員から⾒た�
肝炎医療コーディネーター�

佐賀県 健康増進課�
統括肝炎コーディネーター�

泉 夏美�

2017.3.3 看護師・相談員向け研修会	



設置場所：肝臓 糖尿病 内分泌内科 医局内�

スタッフ ：相談員１名  医師２名�

⼿探りで始まった肝疾患診療連拠点病院の相談員時代�

【肝臓相談センター】�設置時期：平成２２年５⽉�

雇⽤形態：専任（９：００〜１６：００）�

肝臓相談センターです。�

電話相談 �
１３：００〜１６：００（⼟⽇・祝⽇以外）�

⾯談     �
 ９：３０〜１２：３０（⼟⽇・祝⽇以外）�



☞医療従事者研修会開催準備�

☞肝疾患診療連携拠点病院等連絡協議会�

☞肝臓病教室の開催�

肝疾患相談⽀援センターは肝疾患診療連携拠点病院の事業の⼀環としての取り組み�

肝臓の無料相談⾏っております！！�

オリジナルポケットティッシュ作成	

☞肝臓相談センター PR活動�



患者さんの⽣の声を聞かなければ�
相談者の満⾜する対応はできない�



診察室の後⽅で待機中�

各治療薬のパンフレット�
や医療費助成に関する�
書類�

直通のPHS�

充実した相談対応に活かすため、外来で直接患者さんと接する�
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院内での肝疾患相談⽀援センターの存在を認識してもらう�



３剤併⽤療法の治療を受けるため⼊院。投与後２⽇⽬より副作⽤が
強く、４⽇⽬に治療中断。病棟薬剤師より、「治療に対して不満と
不安とあるようだ。」と連絡を受ける。�

＜相談内容＞�

職業：介護⼠�

⽒名：Ｎさん（６０代）�

性別：⼥性�

疾患名：Ｃ型肝炎�
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院内連携CASE1:病棟薬剤師より�



12年前に⽩内障の術前検査よりＨＣＶ陽性と判明。⾃覚症状なく、
そのまま放置。2011年４⽉より当院の⾎液内科を受診。以前より
肝機能異常あり、肝硬変の状態も⽰唆されたが、患者が治療の必要
性に理解が得られず、肝臓相談センターに相談。�

＜相談内容＞�

職業：寿司屋のおかみさん�

⽒名：Fさん（７０代）�

性別：⼥性�

疾患名：Ｃ型肝炎、⾻髄異形成症候群�
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院内連携CASE２:⾎液内科 医師より�



平成23年度 地域肝炎コーディネーター養成研修会�

市町村・地域医療機関・企業の
保健師、看護師及び医療ソー
シャルワーカー等の保健指導を
⾏う⽴場にあるもの�



　肝疾患患者が均てん化された適切な肝炎医療

を受けることができるよう、肝疾患の専門的な

知識を身につけ、患者とその家族に正確な情報

提供を行い心身共にサポートを行う。また、患

者と医療機関との橋渡し役となり地域での連携

を深め肝炎対策を推進していく。�



以前よりC型肝炎と⾔われ、主治医より治療を勧められているが、
副作⽤が⼼配で治療に踏み切れない中、保健所の肝炎コーディネー
ターから相談窓⼝を紹介され、お電話される�

＜相談内容＞�

職業：無職�

⽒名：Tさん（７０代）�

性別：⼥性�

疾患名：Ｃ型慢性肝炎�
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地域連携CASE３:保健所の肝炎コーディネーターより�



強み� 弱み�
�
�
�

肝疾患相談員�

・肝疾患の専⾨的な情報を提�
 供できる�
・肝臓専⾨医と連携しやすい�
・専任で活動ができる�
（施設よって違いがある）�
・匿名で相談を受け付けるこ�
 とができる�

・相談の依頼があって始めて�
 動ける�
・電話等の相談では主観的な  �
 情報が多く偏りがある�
・直接、相談者と接する機会�
 が得られにくい�

�
�
�

肝炎医療�
コーディネーター�

・陽性者、未受診者、未治療�
 者と接する機会がある�
・患者の採⾎データなど詳細�
 な情報が把握できる。�
・家族へのアプローチが可能�
・多職種で構成されている�
・養成によって数を増やすこ�
 とができる�

・本来業務があり、中々時間 �
 を割くことができない�
・より専⾨的な情報提供が難 �
 しい�
・役割が多岐にわたり何をし�
 ていいかわからない�

お互いの強みを⽣かした院内連携を拠点病院から地域へ発信していく�



栄養管理部	

地域連携室	

外来	

病棟	

薬剤師	

すべての
診療科	

看護師	 MSW	

管理栄養士	

患者サービス課	
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肝炎医療コーディネーター	

医師	



人を動かすことができるのも	
また、人である	

ご清聴ありがとうございました�


